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新
型
コ
ロ
ナ
の
緊
急
事
態
が
続
く
中
、
正
直

な
と
こ
ろ
中
止
も
考
え
た
が
、
や
は
り
自
然
に

力
を
も
ら
い
た
い
と
出
か
け
た
。 

 

８
月
２
９
日
（
日
）
、
西
武
池
袋
駅
発
７
時

４
２
分
の
急
行
飯
能
行
き
に
乗
車
。
所
沢
に
８

時
６
分
着
。
西
武
新
宿
線
に
乗
り
換
え
一
駅
の

東
村
山
下
車
。
西
武
園
線
に
乗
り
換
え
て
一
駅

の
西
武
園
駅
に
８
時
２
５
分
着
。 

 

降
り
立
っ
た
の
は
、
佐
藤
、
坂
巻
、
有
倉
、

布
施
、
和
田
、
神
山
、
奥
村
、
星
野
（
絵
）
、

神
吉
、
戸
丸
の
１
０
名
。
改
札
を
出
て
真
っ
す

ぐ
行
く
と
西
武
園
方
面
の
看
板
で
何
か
方
向

が
違
う
。
ま
た
戻
っ
て
逆
方
向
へ
行
く
と
ま
た

違
う
。
３
度
目
の
正
直
で
改
札
右
側
の
八
国
山

緑
地
の
小
さ
な
看
板
を
見
つ
け
て
よ
う
や
く

駅
か
ら
脱
出
。 

 

 

信
号
を
渡
る
と
正
面
に
緑
の
こ
ん
も
り
と

し
た
芝
生
が
見
え
る
。
入
り
口
に
八
国
山
緑
地

の
大
き
な
看
板
。
芝
生
の
丘
を
少
し
上
る
と
ト

イ
レ
が
あ
り
こ
こ
で
身
支
度
と
坂
巻
さ
ん
指

導
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
。 

 

９
時
１
２
分
、
佐
藤
さ
ん
先
頭
で
歩
き
だ
す
。

ま
た
、
同
じ
大
き
さ
の
八
国
山
緑
地
の
看
板
が

あ
る
。
こ
こ
は
東
村
山
市
で
進
行
左
隣
は
所
沢

市
。
狭
山
丘
陵
の
都
立
公
園
「
八
国
山
緑
地
」

だ
。
地
図
を
見
て
計
画
し
て
い
た
時
は
気
づ
か

な
か
っ
た
が
、
こ
こ
は
あ
の
ジ
ブ
リ
映
画
の

「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
森

の
よ
う
だ
。
八
国
山
が
映
画
で
は
七
国
山
に
、

南
側
に
あ
る
病
院
が
七
国
山
病
院
と
な
っ
て

い
る
よ
う
だ
。 

ま
ず
は
都
県
境
の
尾
根
道
を
進
む
。
と
言
っ

て
も
公
園
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
穏
や
か
な

平
た
ん
な
道
だ
。
大
き
な
ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ
の
根

元
が
黄
色
い
粉
に
ま
み
れ
て
い
る
。
キ
ク
イ
ム

シ
の
被
害
に
あ
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
れ
も
大

木
に
限
っ
て
や
ら
れ
て
い
る
。
森
の
危
機
で
も

あ
る
よ
う
だ
。 

 

９
時
１
９
分
、
最
初
の
分
岐
点
に
到
着
。
右

に
行
く
と
西
武
園
線
側
の
コ
ロ
コ
ロ
広
場
が

あ
る
。
こ
れ
を
見
過
ご
し
て
も
う
し
ば
ら
く
尾

根
道
を
進
む
。 

 

９
時
２
７
分
、
右
、
ふ
た
つ
池
の
分
岐
。
こ

れ
を
下
っ
て
ゆ
く
。
草
む
ら
に
は
ム
ラ
サ
キ
ツ

ユ
ク
サ
、
赤
い
ミ
ズ
ヒ
キ
、
白
い
の
は
ヌ
ス
ビ

ト
ハ
ギ
か
？ 

競
っ
て
咲
い
て
い
る
。
葉
の
上

箱
根
組
ニ
ュー
ス 

第
３
４
１
号 

２
０
２
１
年
９
月
号 

編
集
発
行
人 

戸
丸
悟 

箱
根
組
は
自
然
を
大
切
に
し
ま
す
！ 

各
自
保
険
に
入
って
山
に
登
り
ま
し
ょ
う
！ 

ジ
ブ
リ
映
画
「

と
な
り
の
ト
ト
ロ

」
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
狭
山
丘
陵
八
国
山
緑
地
で
ハ
イ
キ
ン
グ

。 
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に
小
さ
な
コ
ガ
ネ
ム
シ
が
休
ん
で
い
る
。
調
べ

た
ら
マ
メ
コ
ガ
ネ
で
し
た
。
湿
度
が
高
い
感
じ

で
足
元
に
は
い
ろ
ん
な
キ
ノ
コ
が
生
え
て
い

る
。
ヤ
ブ
ミ
ョ
ウ
ガ
の
白
い
花
が
咲
い
て
い
る
。

ミ
ョ
ウ
ガ
と
は
違
う
種
類
ら
し
い
。 

 

９
時
３
５
分
、
ふ
た
つ
池
の
上
池
着
。
小
さ

な
浅
い
水
た
ま
り
と
い
う
感
じ
だ
。
分
岐
を
左

に
折
れ
る
と
す
ぐ
に
ふ
た
つ
池
の
下
池
、
こ
ち

ら
は
割
と
大
き
く
深
さ
も
あ
る
が
池
は
茶
色

く
濁
っ
て
い
た
。
手
す
り
に
何
度
も
飛
ん
で
は

止
ま
っ
て
１
０
セ
ン
チ
ほ
ど
に
近
づ
い
て
も

あ
ま
り
逃
げ
よ
う
と
は
し
な
い
。
頭
と
尻
尾
は

黒
く
胴
体
は
淡
い
青
白
い
色
で
美
し
い
。
何
度

も
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
。 

 

９
時
４
４
分
、
池
の
先
で
右
に
小
川
沿
い
を

進
む
。
ふ
た
つ
池

の
す
ぐ
下
に
は

昔
は
池
だ
っ
た

に
違
い
な
い
丸

く
窪
ん
だ
湿
地

が
あ
っ
た
。 

 
 

林
の
中
だ
が

す
ぐ
右
は
西
武

園
線
の
線
路
で

電
車
が
通
っ
て

い
る
。
少
し
上
っ

て
ゆ
く
。 

９
時
４
８
分
、

ひ
だ
ま
り
広
場

着
。
小
休
止
。
有
倉
さ
ん
か
ら
頂

い
た
凍
っ
た
パ
イ
ン
が
甘
く
冷

た
く
て
美
味
し
か
っ
た
。 

 

９
時
５
８
分
、
左
に
尾
根
道
と

の
案
内
で
こ
れ
を
緩
や
か
に
上

っ
て
ゆ
く
。
ピ
ー
ク
付
近
が
標
高

８
９
．
４
ｍ
地
点
な
の
だ
が
標
識

な
ど
は
な
く
確
認
で
き
な
か
っ

た
。 

 

１
０
時
８
分
、
再
び
尾
根
道
に

出
る
。
少
し
進
む
と
右
に
藤
の
宮

口
方
向
の
分
岐
が
あ
る
が
通
過

す
る
。 

 

１
０
時
１
３
分
、
藤
の
宮
公
園

右
と
あ
る
。
こ
れ
を
下
り
て
ゆ
く
。

ま
た
Ｙ
路
分
岐
を
左
へ
林
に
入

っ
て
ゆ
く
。 

 

１
０
時
１
６
分
、
左
に
ほ
っ
こ

り
広
場
と
案
内
が
あ
り
こ
れ
を

入
っ
て
ゆ
く
。
珍
し
い
ヒ
ヨ
ド
リ

ジ
ョ
ウ
ゴ
の
花
を
始
め
て
み
た
。

日
本
全
国
に
あ
る
ら
し
い
が
控

え
め
な
繁
殖
力
ら
し
い
。
ヒ
ヨ
ド

リ
が
好
ん
で
食
べ
る
ら
し
い
。 

 

１
０
時
２
１
分
、
広
々
と
し
た

草
原
の
明
る
い
林
に
出
た
。
こ
の

辺
り
が
ほ
っ
こ
り
広
場
ら
し
い
。

町
の
す
ぐ
近
く
と
は
思
え
な
い

広
が
り
が
気
持
ち
い
い
。
ワ
ル
ナ

●お申し込み･お問い合わせ 

Tel・Fax/ 03-3521-6898 戸丸 

戸丸携帯 090-4541-7066 

携帯メール：satorutomaru@gmail.com 

メール：tomarusatoru@hotmail.com  

箱根組ホームページ 

https://tomarusatoru.wixsite.com/hakonegumi 

集合 ９月１９日(日) 京王線新宿駅 

６：０８発 準特急高尾山口行き 

（前から３両目） 

高尾６：５６着 (JR乗り換え) 

７：０６甲府行き 塩山８：１４着 

 

〇交通費   新宿～塩山 片道 1533円 

タクシー 塩山～大平峠  

（一人 1500円～2,000円位） 

帰りのバス 乾徳山登山口～塩山 660円 

（バス時刻表 15：08 16：08） 

（※時間によってタクシー利用も有?） 

９
月
１
９
日
（
日
）
乾
徳
山
（2031

ｍ
） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ス 

歩
行
５
時
間
半 

（
上
り
２
時
間
３
０
分
、
下
り
３
時
間
） 

※
電
車
バ
ス
内
な
ど
、
混
雑
時
は
マ
ス
ク
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。 

 

塩
山
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
大
平
高
原
ま
で
、
分
岐
か
ら
乾
徳
山
を

往
復
し
て
下
山
は
道
満
山
か
ら
徳
和
峠
経
由
で
下
り
ま
す
。 

帰
り
は
バ
ス
ま
た
は
タ
ク
シ
ー
で
塩
山
駅
へ
。 

 

○
持
ち
物 

お
弁
当
、
飲
料
水
、
マ
ス
ク
（
予
備
マ
ス
ク
）、
傘
、

雨
具
、
ス
パ
ッ
ツ
、
非
常
食
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
、
ヘ
ッ
ド
ラ
ン

プ(

予
備
電
池)

、
地
図
、
筆
記
用
具
、
救
急
薬
品
、（
痛
み
止
め
ス

プ
レ
ー
な
ど
）
、
健
康
保
険
証
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
、
予
備
靴
紐
、
ラ
イ
タ
ー
か
マ
ッ
チ
、
ナ
イ
フ
、
ホ
イ
ッ
ス

ル
、
磁
石
、
他 

 

●
申
し
込
み
は 

９
月
１
６
日
（
木
）
ま
で
に 

 

現在の収支 

繰越     30893 円 

入金    10,000円 

支出   

News/HP 作成費 500 円 

 当日プリント代 100円

現在高   40293 円 

 

 

円 

星
野(

幸)

さ
ん
か
ら
５
０

０
０
円
。
神
吉
さ
ん
か
ら

５
０
０
０
円
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 



 3 

ス
ビ
と
い
う
名

だ
が
白
と
黄
色

の
き
れ
い
な
花

が
咲
い
て
い
る
。

ア
カ
ツ
メ
ク
サ

の
ピ
ン
ク
も
き

れ
い
だ
。
白
く

突
き
上
げ
て
咲

い
て
い
る
の
は

何
の
花
か
と
思

っ
た
ら
ニ
ラ
の

花
だ
っ
た
が
美

し
い
。
葛
の
赤

紫
の
花
も
美
し
い
。 

 

広
々
と
し
た
気
持
ち
の
い
い
道
が
少
し
上

る
と
尾
根
に
出
る
。 

 

１
０
時
４
８
分
、
昼
食
会
場
の
お
お
ぞ
ら
広

場
に
到
着
。
昼
食
に
は
少
し
早
い
の
で
草
原
で

少
し
時
間
を
つ
ぶ
す
。
バ
ッ
タ
や
蝶
を
探
し
て

い
た
が
バ
ッ
タ
は
い
な
く
て
シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ

の
仲
間
が
青
、
黄
色
、
茶
色
と
３
種
類
見
ら
れ

た
。
佐
藤
さ
ん
が
フ
リ
ス
ビ
ー
を
持
参
し
て
い

て
５
人
で
楽
し
ん
だ
。
曇
り
空
か
ら
ぽ
つ
ぽ
つ

と
小
雨
が
落
ち
て
い
た
が
次
第
に
止
ん
で
い

つ
の
間
に
か
夏
の
日
差
し
が
出
て
き
た
。 

 

フ
リ
ス
ビ
ー
で
遊
ん
で
い
る
と
の
ど
が
渇

い
た
の
で
昼
食
と
す
る
。 

 

持
ち
寄
り
の
美
味
し
い
お
惣
菜
が
レ
ジ
ャ

ー
シ
ー
ト
の
メ
イ
ン
テ
ー
ブ
ル
に
並
ぶ
。
春
雨

料
理
、
二
種
類
の
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
漬
け
の
競
演
、

梅
干
し
の
競
演
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
美
味
し

い
も
の
。
各
々
工
夫
し
て
冷
や
し
て
き
た
ビ
ー

ル
。
冷
え
た
ワ
イ
ン
、
梅
酒
。
食
後
シ
ュ
ガ
ー

ず
の
３
人
が
少
し
ば
か
り
歌
う
。
約
２
時
間
ゆ

っ
く
り
と
過
ご
し
た
。 

 

１
時
５
０
分
、
下
山
？
開
始
。
東
出
口
方
向

に
尾
根
道
を
進
む
。
将
軍
塚
ま
で
０
．
３
ｋ
ｍ

と
あ
る
。 

 

２
時
１
分
、
将
軍
塚
。
尾
根
の
す
ぐ
左
北
側

に
石
碑
が
あ
る
。
鎌
倉
時
代
に
こ
の
地
に
南
北

に
鎌
倉
上
道
が
通
っ
て
い
た
と
の
こ
と
。
鎌
倉

幕
府
を
倒
そ
う
と
上
州
か
ら
挙
兵
し
た
新
田

義
貞
が

こ
こ
に

旗
を
立

て
た
こ

と
か
ら

そ
う
呼

ば
れ
た

と
か
。 

 

熊
笹

が
多
い

と
こ
ろ

を
過
ぎ

る
と
下

り
坂
に

な
り
ま

も
な
く

緑
地
の
終
点
だ
。 

 

２
時
１
０
分
、
住
宅
地
に
出
る
。 

 

さ
て
、
東
村
山
駅
に
向
か
う
ル
ー
ト
と
反
対

側
の
所
沢
駅
に
向
か
う
の
と
ど
ち
ら
も
ほ
ぼ

距
離
は
同
じ
で
む
し
ろ
所
沢
の
ほ
う
が
近
い

よ
う
な
の
で
、
所
沢
駅
に
向
か
う
こ
と
に
し
た
。

左
方
向
に
住
宅
地
を
抜
け
、
北
を
目
指
す
。
突

き
当
り
を
右
方
向
に
進
む
と
や
が
て
大
通
り

に
出
る
。
こ
れ
を
左
に
進
め
ば
所
沢
駅
だ
。 

 

無
事
に
所
沢
駅
に
着
い
て
西
武
新
宿
線
を

使
う
人
と
西
武
池
袋
線
の
逆
方
向
の
二
手
に

分
か
れ
た
が
、
こ
こ
で
解
散
。 

 

早
く
、
コ
ロ
ナ
が
収
ま
っ
て
自
由
に
打
ち
上

げ
が
で
き
る
世
の
中
に
戻
っ
て
ほ
し
い
と
思

う
が
、
い
つ
に
な
る
か
。 
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